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今日、ほとんどすべての大学で情報教育がなされている。しかし、情報教育で修得し
た技能を、その後の学習活動や卒業後に十分に活用することができているとは限らない。
授業受講時には理解し、思い通りにパソコンを扱うことができたとしても、時間の経過
とともに、折角修得した技能が忘れられ、初めからやり直さなければならないというこ
とも少なくない。そこで著者は、授業で修得した技術の定着を測るためのひとつの手段
として、実践を意識した授業を行った。本稿では、その方法について説明し、報告する。
情報教育、実践学習、DTP、公募サイト、プレゼミ
１　はじめに
今日、小学校から大学まで、情報教育がなさ
れており、充分な時間が授業に費やされている。
その結果大学においては、ある程度、情報の基
礎技能がある学生が入学していることが想定さ
れてきた。大学においても、そのような学生に
対応するため、様々な情報教育が模索され、実
践されている。そこで課題になるのが、確かに
そのときは理解していても、技能の定着が不十
分で、時間の経過とともに、学習したことが忘
れ去られてしまい、実際に使う必要が生じた際
に、学習した内容が思い出せないということで
ある。著者は、情報リテラシー教育で修得した
技術を定着させる試みについて述べてきた[*]。
[*]の中で、情報リテラシー教育として、文書作
成、プレゼンテーション、表計算を３本柱とし
て行い定着を図ることについて触れた。具体的
には、文書作成については、Wordを用い、将来
大学の学習活動に必要になることが想定される
レポートの作成を具体的なテーマとして、文書
作成の技術の修得と定着を図り、プレゼンテー
ションでは、具体的なテーマを設定して、全員
に発表を体験させ、聴衆からの意見を得て、更
なる技術の向上が行える環境を設定し、プレゼ
ンテーションが単にPowerPointの使い方に終わ
らないようにした。また、表計算についても、
実践的なシートを設定して、学習者の技術の向
上と定着を図った。
著者は、上記の情報リテラシーで得た知識や
技能を更に発展させる授業を行ったが、その際
に、実践を用いた情報教育に注目し、実際に授
業に取り入れた。本稿では、その方法について
説明し、報告する。
２　新潟県立大学の情報教育
２－１ 新潟県立大学概要
新潟県立大学は、新潟県新潟市東区にあり、国
際地域学部と人間生活学部の２学部からなって
いる。国際地域学部は、国際地域学科のみ、人間生
活学部は、健康栄養学科と子ども学科の２学科か
らなる。国際地域学科は、定員１６０名（平成２６
年度より１８０名）、健康栄養学科と子ども学科
はいずれも４０名である。
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２－２　情報科目概要
著者が務める新潟県立大学では、情報教育は
基本技能に属するものとプログラムなどの応用
系のものに分かれている。著者は、基本技能を
担当しているため、本稿では、情報教育の中で
も著者が担当している基本技能に属する科目に
ついて述べる。加えて、卒業研究の前の段階と
して、３年生に対して「プレゼミ」を設定して
いるので、この内容についても説明する。
基本技能に属する情報科目としては、次のも
のがあげられる。
・情報リテラシー
・ネットワーク・プレゼンテーション概論
・DTP・マルチメディア演習
以上の科目は、すべて全学に開かれた基礎科
目（本学ではこれを「基本技能」として分類す
る）である。
情報リテラシーは、入学直後の第１セメスター
（１年前期）に行う必須科目（来年度（平成２６
年度）より国際地域学科では選択科目）で、
４０名から５０名をひとクラスとして、各クラス
週に１コマ、半期２単位の演習科目として行わ
れている。ネットワーク・プレゼンテーション概
論とDTP・マルチメディア演習は第３セメスター
（２年後期）の選択科目で、やはり５０名を定員
とするクラスで、各クラスとも週に１コマ、半期
２単位で行われている。
情報リテラシーでは、全員が必須のため、
Wordを用いた文書作成やPowerPointを用いたプ
レゼンテーション、Excelを用いた表計算など、
これからの大学での学習活動に欠かせない基本
的な能力を養成する。
これに対して、ネットワーク・プレゼンテー
ション概論やDTP・マルチメディア演習では、１
年次に学習した基本能力を更にステップアップ
して、より実践に近いものを扱える能力を養成
している。たとえば、ネットワーク・プレゼン
テーション概論では、大学の無線LANはなぜつ
ながるのかやなぜその設定が必要なのかなど、
学生が学生生活を行う上で、実際に扱っている
ものを題材に授業を行っている。
DTP・マルチメディア演習では、ポスターやカ
レンダーなど社会生活の中で接する機会が多い
ものを題材にその作成方法を演習形式で学習す
る。本稿では、このDTP・マルチメディア演習の
更に詳細な内容について紹介する。加えて、研
究ノートという意味合いから、著者の授業記録
という性質も兼ねるものとする。
２－３　DTP・マルチメディア演習
・概要
前述の通り、DTP・マルチメディア演習は、第
３セメスターに設定された「基本技能」科目で、
全学に開かれている。定員５０名のコンピュー
タ演習室で行い、現在は２クラス分を設けてい
るが、定員１００名＝（５０名×２クラス）のと
ころ、約１６０名の応募があり、抽選となってい
る。これについては、来年度以降、クラスを増
やすなどの対策を検討する必要があると考える。
・授業の方向性
基本的は方向性としては、DTPやマルチメディ
アのための専用ソフトを用いずに、通常Windows
に添付されているソフトやOfceソフトなど、学
生が自分のパソコンでも修得した技能を使うこ
とができるように配慮した。これにより、自宅で
の復習が可能となり、更には、授業で修得した
技能を授業のみで終わらせるのではなく、卒業
後も含めた将来において活用することができる
ものになるようにした。
・内容
内容は、DTP（Desk Top Publishing）とマルチ
メディアに分かれており、いずれも専用ソフトを
用いずにDTPやマルチメディアの演習ができるよ
う に し て い る。 具 体 的 に は、DTPで は、
PowerPointやWordを用いてポスターやカレンダー
を作成し、Webの作成を通じてマルチメディアを
体験する。
・予定
DTP・マルチメディア演習の大まかな予定は
次の通りである。
・ガイダンス １０月 １コマ
・ポスターの作成　 １０月 ３コマ程度
・カレンダーの作成 １１月 ３コマ程度
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・Webの作成 １２月－１月　８コマ程度
※それぞれの課題に対して、作品の提出を求めて
いる
この内、本稿ではDTPについての詳細を以下で
述べる。
（１）ポスターの作成
・モチベーションの向上
後期の授業開始直後（１０月）に、まず
PowerPointを用いたポスターの作成を行った。（図
１）１０月下旬に本学の学園祭である「連花祭」
があるため、これに向けてのポスター作りを行う
ことによって、実践に即したポスター作りが行え
るものと考える。
・他の作品との比較
作成したポスターは、適宜、教室の壁に掲載す
る。他の学生のポスターを見ることによって、
DTPを学習する上で良い方法のひとつは、他の作
品を見ることであるため、このようにすることに
よって、学生が自分の作品にフィードバックでき
ると考えている。また、友達の作品を見ることに
よって、創作意欲も向上すると考えられる。
このため、まずは仮提出をしてもらい、本提出
は、友達の作品も参考できるよう、年明けに設定
した。
・技術面（PowerPointのDTPへの活用）
技術面では、PowerPointを、プレゼンテーショ
ンだけではなく、DTPの道具として活用する能力
の修得を目指す。その利点としては、グラフィッ
ク作成ツールには、Windowsに付属するソフトで
あるペイントに代表されるペイント系ソフト、い
わゆるお絵かきソフトと図形を配置して画像を作
成するドロー系ソフトがある。ドロー系ソフトは、
レポートの中の図形やアイコンなど様々な活用が
見込まれるが、Windowsに付属するものはなく、
一般に高価な印象がある。このため、使い勝手は
よいが、練習する機会がなく、あまり使われない
ことが多い。そこで、PowerPointを簡易ドロー系
ソフトとして、ドロー系ソフトの便利さを認識し、
その使い方を学習するようにした。
また、PowerPointは、スライド作成の用途で作
られているため、作成した作品を並べて比較する
ことも可能となり、他のドロー系ソフトにはない
利点もある。具体的には、数種類のポスターを作
成して、色合いなどを並べて比較し、その中で最
も良いものを仮提出してもらった。DTPの学習と
して、いくつかの作品を比較検討してみることも、
重要な方法であるため、この意味からも
PowerPointを用いる利点があると考えられる。
・技術面（ポスター作成
ポスター作成にあたって、次の技術を修得する
ことを目指した。
①図形（オートシェイプ）を用いた画像作成方法
の修得…これにより、ドロー系ソフトの使い方に
なれる
②様々なバージョンの比（同じレイアウトの色違
いの画像などを比較検討する方法の修得）…ド
ロー系ソフトでは、同じレイアウトの色違いの
バージョンを簡単に作成できることを体験する
③ポスターの特徴の把握…ポスターの性格上、必
要な情報を的確に伝える必要があり、そのために
必要な情報を把握して、的確なフォントを比較検
討する
（注）校舎の画像は本学ホームページより引用
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（２）カレンダーの作成
・モチベーションの向上
ポスターの作成を終えると１１月に入る。１１
月に入ると来年のことを意識し出す時期でもある
ため、カレンダーの作成を行った。１１月中に完
成できれば、年明けから使えるので、作成の意欲
も高まるものと考えられる。
目標としては、自分の部屋に飾りたくなるカレ
ンダーを目指し、壁掛けタイプ、手帳タイプ、折
り畳みタイプなど様々なタイプのカレンダーを作
成するよう指示した。（図２）
上記により、WordのDTPへの活用能力の更な
る向上が見込めるものと考える。
また、各学科の特性を考えたカレンダー作りも
適宜提案した。たとえば、健康栄養学科であれば、
各月ごとに季節の料理を紹介するようなカレン
ダー、子ども学科であれば、子どもが送られてう
れしいカレンダー、たとえば、画像の部分が塗り
絵のカレンダーや吹き出しを入れてそこに手書き
のメッセージを書くことができるカレンダーなど
である。国際地域学科については、日本だけでは
なく、ロシアや中国、韓国などで使える国際色豊
かなカレンダーなどの提案を行った。
・技術面（WordのDTPへの活用）
カレンダーを作成することにより、レポートの作
成などの文書作成に用いるWordをDTPにも活用
する能力を修得することを目指した。
・技術面（カレンダー作成）
　カレンダーを作成するにあたって、次の技術を
修得することを目指した。
①表機能の活用
カレンダーの性質上、Wordの表作成機能など
を活用しての作成を例示した。単純に表を作成す
るのではなく、罫線の修飾やセルの連結、高さや
幅をそろえるなど、応用的な機能を使えるように
なることを目指した。特に、DTPの手法として、
「罫線なし罫線」を用いて、表を作品のレイアウ
トを決める方法についての説明を行った。
②他のソフト（ペイント）との連携
前月や次月のカレンダーを小さく挿入する際な
どには、一旦ペイントに移し図形化して、再度
Wordに貼付するなど、適宜他のソフトとの連携
を図ることも示した。
③印刷機能の活用
様々なタイプのカレンダーを作成するにあたっ
て、その大きさが問題となるが、これについては、
印刷の段階で対応する方法を例示した。つまり、
あくまで作成段階ではA４で作成し、印刷の段階
で、適宜拡大縮小する方法を示した。例えば、見
開きのカレンダーを作成する場合には、印刷の段
階で１枚２ページに設定するなどである。
（３）その他
その他のDTPの例としては、「飲食店のメ
ニュー」や「おたより」などが考えられる。これ
らは、いずれも過去の授業で扱った題材であるが、
今年度は、その代わりにカレンダーを扱った。
・おたより
「おたより」については、子ども学科の幼稚園
や保育園から保護者に向けての「遠足の案内」を
テーマとして、より実践的なテーマとして、学生
の興味を強めるよう努めた。また、健康栄養学科
については、管理栄養士や栄養教諭として学校や
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病院などで勤務する場合を想定して、「食に関す
るおたより」の作成の作成、例えば、糖尿病にな
らないための食生活などのおたより作成を行い、
就職後に役立てるようにした。また、「おたより」
については、１年生の「情報リテラシー」で学習
したWordの技術の復習も兼ねており、最初の授
業で行っていた。
なお、主な復習ポイントは次の通りである。
①表の作成（基本的な罫線や装飾など）
②フォントの変更
③配色
・飲食店のメニュー
「飲食店のメニュー」については、技術的には、
カレンダー同様、罫線の装飾や罫線なし罫線を活
用したレイアウト方法の修得などに重点を置いた。
また、身近なレストランやハンバーガショップ
などのメニューを例示して、学生の作成意欲の向
上に努めた。上記の例において、実際に使われて
いるメニューを見ることによって、日ごろ無意識
に見ているメニューに対して、色合いやレイアウ
トなどDTP技術の視点から見直すことができ、学
生自らがメニューを作成する上で非常によい教材
になると考えられる。
なお、作品を作成する際、画像を使用する場合
には、著作権について十分注意するよう伝えた。
２－４　試行的授業（プレゼミなど）
上記を発展させるために、更に専用ソフトを用
いる授業を目指し、希望者に対して、プレゼミな
どを活用してゼミ形式の授業をおこなった。
プレゼミは、卒業研究の前段階として、３年生
に対して、行うものである。但し、正式な科目で
はなく、あくまで担当者の裁量で行うもので、単
位は取得できない。また、その内容や時期、時間
数などについてもすべて担当者に任せられている。
著者は、３年生に対して通年で（第５セメス
ター及び第６セメスターに）プレゼミなどを行っ
た。また、一部の希望者に対しては、プレゼミに
こだわらず、受講者との同意のもと、自主ゼミを
行った。
内容については、受講する学生とよく協議しな
がら個別に設定した。本稿では、その中で、先に
紹介したDTP・マルチメディア演習の延長として
の内容を有するものについて述べる。
先にも述べた通り、プレゼミなどのゼミは個別
対応であるため、受講者ごとに内容が異なる。本
稿で紹介するゼミでは、DTPの延長として、専用
ソフトを用いて作品を作成する内容のものを紹介
する。
専用ソフトとしては、ドロー系のソフトとして
定評があるAdobe 社[5]のIllustratorと画像編集ソ
フトであるPhotoshopを用いた。実践的な要素を
取り入れるため、ポスターやトレードマーク、物
品デザインなどの公募を紹介するサイトである
「登竜門[4]」を用いて、学生自らが応募したい公
募を把握し、応募するというスタイルで行った。
この際、自らの興味は勿論、応募期限などについ
ても考慮し、そこまでに来ることができる回数な
どを見込んで、学生自ら作成計画を作成して、応
募するようにした。
具体的には、バスのマークや風呂敷、ナンバー
プレートのデザインの他各種ポスターなどがある。
これらについて、専用ソフトを用いて、製品とな
るレベルの品質の作品の作成を目指した。ここで
外部の審査員の評価を受けることによって、自分
の作品のレベルを知ることができ、更なる向上心
へとつながると考える。
また、基本技能と異なり、基本技能で修得した
技能を一般的な製品の作成レベルにまで向上する
ことが目標であり、これに興味を持ち、共感する
学生が対象のため、専用ソフトの使い方を修得す
べきと考えた。また、このようにすることにより、
公募サイトに応募して来る他の応募者とも対等の
条件で作品を作成することができるので、学生自
身が現在の自分の真の実力を測ることができ、自
分の長所や短所を把握することができると考えた。
なお、今回、公募サイトとして用いた登竜門で
は様々な公募が行われているが、参考のため、
DTPに関連すると考えられる公募を次に示す。
①ロゴ、マーク、キャラクター
会社や地方公共団体などのロゴやトレードマー
ク、各地域の「ゆるキャラ」に代表されるキャラ
クターなどの公募である。特に、ロゴやトレード
マークは、デザインが非常にシンプルなものが多
く、初めて使うグラフィックソフトの練習には大
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変適していると考えられる。また、ロゴやトレー
ドマークは、普段接することが多く、形や色使い
など普段接しているもののを用いて、勉強するこ
とができる機会を多く持つことができると考えら
れる。普段、無意識に接しているものを、新たな
視点で見直してみるという意味からも大変有用で
あると考える。
②グラフィック・ポスター
グラフィックについては、飲料水に用いられて
いるペットボトルなど実際の製品のデザインの公
募である。こちらも、①のロゴやトレードマーク
の場合と同様に、日常生活の中で接する機会が多
いものを題材として扱えるので、学生にとっては、
勉強しやすいものと考えられる。
ロゴやトレードマークに比べると複雑なデザイ
ンのものが多いので、グラフィックソフトにある
程度習熟した後に、更なるレベルアップを目指し
て応募するのには最適であると考える。
　ポスターについては、テーマが設定され、そ
のテーマに沿って作品を作成するという練習に最
適であると考える。また、ポスターの機能から、
必要な情報を的確に判断し、それを分かりやすく
伝えるための技術力も求められる。このため、あ
る程度、技術力が向上した段階で、まとめとして、
ポスターの応募を行うという活用方法も考えられ
る。
３　まとめ
本稿では、研究ノートとして、現在実践中の実
践を用いて、情報技術の定着を図る授業について、
正規のカリキュラムの中に組み入れられ、大人数
で行う場合と正規の授業ではなく、ゼミ形式で行
う場合のそれぞれについての授業の実施方法につ
いて述べた。正規の授業としては、DTP・マルチ
メディア演習の中のDTP分野についてとゼミ形式
のものとしてプレゼミなどで行っている専用ソフ
トを用いる場合について、その目的及び方法を説
明した。
大人数で行う場合には、費用の関係や、より基
本技術に近いものが求められるため、専用ソフト
を用いずにいかにDTPの技術を修得するかに力点
をおき、ゼミ形式では、更に興味を持った学生向
けにDTPなどの専用ソフトを用いて、より製品に
近い作品の作成及びこれによる技能の向上を目指
す方法について述べた。
今後は、授業評価アンケートなどを通じて、受
講生の意見などを得て、更に授業をより良いもの
にしていく予定である。また、新潟県立大学には
それぞれに特色がある２学部３学科があるので、
学科の特色に合わせて、実践的な課題を設定した
授業も設定する予定である。
③その他
上記①、②の他、イラスト・漫画などの募集も
あるので、DTPというより、むしろクリエイティ
ブなアート作品に興味がある人にもお勧めのサイ
トである。
前述の通り、以上の公募で募集された作品は、
適宜審査された後、一般に使用されるので、自分
が作成したロゴやトレードマークが良く知られた
企業や市町村などの地方公共団体のマークとして
使用されたり、みんながよく飲む飲料水のペット
ボトルに使われたり、また自分が作成したポス
ターが広く駅や学校に掲載されたりという可能性
も十分にあり、学生の意欲向上に非常に役立つも
のと考えられる。
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